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新
中
閣
に
お
け
る
戊
成
愛
法
研
究
は
か
な
り
盛
ん
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。
阿

片
戦
争
以
来
の
中
園
民
族
解
放
闘
争
史
上
、
太
平
天
園
に
衣
ぐ
一
つ
の
ピ
ー
ク

と
し
て
そ
の
進
歩
的
・
愛
図
的
な
意
義
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
一
つ
の
理

由
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
「
戊
成
察
法
」
(
近
代
史
資
料
叢
刊
第
八
種
)
|
一
九
五

三
年
「
諒
嗣
同
全
集
」
|
五
四
年
|
等
々
、
関
係
資
料
の
整
理
、
公
刊
が
進
ん

だ
こ
と
も
研
究
を
刺
激
す
る
保
件
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
運
動
は
列
強
に
よ
る
侵
略
の
激
化
と
日
清
戦
後
の
圏
内
的
危
機
、
民
族

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
盟
国
頭
を
背
景
に
、
帝
園
主
義
の
慶
迫
と
封
建
専
制
支
配
の

経
桔
か
ら
の
解
放
を
求
め
た
政
治
的
思
想
的
運
動
で
あ
っ
た
。
し
か
し
二
部

の
地
主
、
官
僚
、
富
商
か
ら
純
化
」
し
て
来
た
新
興
資
本
家
、
及
び
そ
の
代
働
問

者
の
階
級
的
性
格
の
畷
昧
さ
と
力
量
の
不
足
と
は
、
そ
の
運
動
を
改
良
主
義
の

枠
内
に
お
し
と
ど
め
た
。
つ
ま
り
「
封
建
制
度
を
根
本
的
に
は
措
皮
革
せ
ず
、
し

か
も
資
本
主
義
を
設
展
さ
せ
得
る
」
よ
う
な
改
革
措
置
を
要
求
す
る
政
治
的
妥

協
の
コ

l
ス
を
歩
ま
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
組
制
割
多
数
の
農
民
と
は
針
立
し

つ
つ
、
支
配
権
力
上
層
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て

「上
か
ら
下
へ
の
改
革
」

の
寅
現
を
幻
想
し
た
。
そ
の
失
敗
材
、
し
た
が
っ
て
偶
然
的
、
個
人
的
原
因
に

よ
る
の
で
は
な
く
、
必
然
的
な
締
結
で
あ
っ
た
が
、
中
園
史
上
最
初
の
ブ
ル
ジ

信

爾

野

ヨ
ア
勢
力
の
政
治
舞
台
へ
の
登
場
、
運
動
の
愛
図
的
性
格
、
革
命
運
動
へ
の
鱒

機
と
な
っ
た
鈷
等
で
、
そ
の
意
義
は
渡
す
べ
か
ら
ぎ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
が

ど
の
論
者
に
も
共
通
す
る
基
本
的
な
見
解
の
よ
う
で
あ
る
。

だ
が
こ
れ
ま
で
に
公
刊
さ
れ
た
資
料
類
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
運
動
の
思
想
的
政
治
的
側
面
の
研
究
が
座
倒
的
で
、
祉
舎
的
経
済
的
背

景
と
し
て
の
民
族
資
本
、
及
び
そ
れ
と
運
動
と
の
具
値
的
な
関
聯
は
殆
ど
究
明

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
中
関
近
代
史
研
究
全
髄
の
弱
結
と
し
て
己

む
を
得
な
い
こ
と
で
も
あ
る
が
、
最
近
の
経
済
史
資
料
の
整
備
朕
況
か
ら
み
る

と
、
こ
の
不
満
の
解
消
も
速
か
ら
ぬ
こ
と
と
期
待
さ
れ
る
。

×

×

×

 

先
ず
概
読
書
か
ら
あ
げ
る
と
活
文
湖
「
中
園
近
代
史
」
上
篇
第
一
分
加
(
一

九
四
七
年
初
版
)
が
あ
る
。
こ
れ
は
第
七
章
で
繁
法
維
新
運
動
を
か
な
り
詳
細

に
論
じ
て
お
り
、
特
に
そ
の
性
格
規
定
、
政
治
的
涯
系
の
分
析
、
自
立
軍
起
義

の
位
置
づ
け
な
ど
以
後
の
諸
研
究
に
出
後
駄
を
輿
え
て
い
る
。
専
著
に
は
胡
演

「
戊
皮
繁
法
」
(
五
六
年
)
が
あ
り
、
所
論
に
は
特
に
目
新
し
い
黙
も
な
い
が
、

愛
法
前
後
の
政
治
過
程
を
知
る
上
で
便
利
で
あ
る
。

研
究
者
で
は
一
九
五
七
年
に

「戊
戊
製
法
史
論
叢
」
(「戊
戊
餐
法
史
論
」
五
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五
年
を
増
補
、
改
訂
し
た
も
の
、
収
銭
論
文
十
四
街
)
を
設
表
し
た
湯
志
鈎
が

研
究
範
閣
の
庚
さ
、
立
論
の
大
騰
さ
、
論
旨
の
明
快
さ
な
ど
で
注
目
さ
れ
る
。

湯
氏
が
鍵
法
運
動
の
歴
史
的
端
技
展
、
政
治
的
過
程
の
解
明
に
精
力
的
に
取
組
ん

で
い
る
の
に
針
し
、
思
想
史
、
哲
祭
史
の
分
野
で
は
、
「
康
有
潟
諮
問
一
同
思
想

研
究
」
(
五
八
年
、
収
録
論
文
七
鏑
)
を
出
し
た
本
宇
津
厚
(
哲
察
研
究
所
)
が
、

後
述
す
る
こ
つ
の
論
争
の
何
れ
に
も
立
役
者
と
な
っ
て
い
る
の
が
目
立
つ
。

関
係
の
論
文
集
で
は
北
京
大
皐
中
闘
哲
鬼
平
史
敬
研
室
編
「
中
園
近
代
思
想
史

論
文
集
」
(
五
八
年
)
、
人
民
大
皐
歴
史
教
研
室
編
「
中
関
近
代
思
想
家
研
究
論

文
選
」
(
五
六
年
)
の
二
つ
が
あ
る
。
前
者
は
寸
中
園
近
代
思
想
史
詩
援
提
綱
」

(
五
四
年
)
編
纂
の
基
礎
と
な
っ
た
も
の
で
、
林
則
徐
か
ら
梁
啓
超
に
至
る
鍵

法
維
新
聞
係
の
論
文
を
十
二
篇
収
録
し
て
お
り
、
個
々
の
思
想
家
の
問
題
貼
を

つ
か
む
上
で
便
利
で
あ
る
。

雑
誌
、
新
聞
等
に
褒
表
さ
れ
た
論
文
に
至
つ
て
は
、
四
九
年
以
来
百
鰐
を
超

え
る
が
、
特
に
初
期
の
も
の
は
殆
ど
入
手
出
来
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
そ

の
た
め
解
放
後
の
動
向
を
採
る
と
い
う
馳
で
は
成
金
を
期
し
灘
〈
、
主
た
戊
成

繊
民
法
に
つ
い
て
私
自
身
特
に
研
究
し
て
い
る
と
い
う
隷
で
も
な
か
っ
た
の
で
、

以
下
の
所
論
に
も
的
は
ず
れ
の
結
も
多
い
か
と
思
う
。
初
め
に
お
断
り
し
て
、

こ
れ
か
ら
中
園
事
界
で
の
研
究
動
向
と
問
題
黙
に
つ
い
て
簡
壊
な
紹
介
を
試
み

る
こ
と
に
し
た
い
。

×

×

×

 

売
す
制
度
法
前
史
と
も
い
う
べ
き
、
阿
片
戦
争
以
来
の
維
新
思
想
の
展
開
に
つ

い
て
は
、
主
と
し
て
政
治
過
程
と
の
閥
聯
に
お
い
て
湯
氏
が
、
思
想
史
的
過
程

に
つ
い
て
は
李
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
な
分
析
を
見
せ
て
い
る
。
維
新
思
想
の

展
開
を
外
的
要
因
|
|
外
圏
の
中
関
侵
略
|
|
、
内
的
要
因
|
|
洋
務
運
動
の

行
詰
り
、
破
産
、
民
族
資
本
の
成
長
ー
ー
と
の
附
聯
で
と
ら
え
、
阿
片
職
字
、

ア
ロ
1

戦
争
、
中
併
戦
争
、
日
比
例
戦
争
と
中
園
の
傘
植
民
地
化
が
進
行
し
、
危

機
が
橋
大
し
て
い
っ
た
各
段
階
毎
に
維
新
思
想
は
設
展
し
、
そ
の
揚
い
手
も
交

代
し
て
い
っ
た
。
即
ち
西
洋
の
技
墓
を
皐
ぶ
こ
と
か
ら
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
経

済
的
改
革
要
求
へ
、
更
に
政
治
的
改
革
要
求
へ
と
高
ま
り
、
そ
れ
に
照
臆
し
て

指
導
的
思
想
家
も
開
明
地
主
(
線
源
、
官
問
桂
芥
等
)
、
洋
務
涯
か
ら
分
化
し
た

地
主
官
僚
(
醇

一一幅
成
等
)
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
し
た
地
主
(
鄭
徹
底
、
何
啓
)
と

そ
の
代
表
す
る
階
層
が
縛
換
し
た
と
い
う
の
が
湯
氏
の
見
解
で
あ
る
。
李
氏
に

よ
れ
ば
、
愛
法
維
新
思
想
の
成
立
は
十
九
世
紀
七
、
八
十
年
代
で
あ
り
、
直
接

一

に
は
洋
務
思
想
か
ら
分
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
等
の
思
想
は
第
一
段
(
七

十
年
代
後
半
1

中
俳
戦
争
)
の
微
弱
な
経
済
的
改
革
の
要
求
か
ら
第
二
段
(
日

清
戦
争
前
ま
で
)
の
微
弱
な
政
治
改
革
の
要
求
へ
と
進
み
、
基
本
的
に
は
洋
務

論
の
寸
中
健
西
用
」
思
想
か
ら
院
し
き
れ
な
か
っ
た
も
の
、
衣
第
に
開
倒
立
し
た

性
格
の
も
の
に
績
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
三
、
四
十
年
代
の
維

新
思
想
と
七
、
八
十
年
代
を
結
び
つ
け
る
か
け
は
し
と
し
て
鴻
絞
芥
の
役
割
が

高
く
郵
貯
債
さ
れ
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。

清
末
思
想
史
は
、
強
烈
な
祉
曾
的
政
治
的
問
題
意
識
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
ぞ
れ
は
「
焦
眉
の
民
族
的
矛
盾
と
階
級
闘
争
が
思
想
家
達
に
傍
観

の
徐
裕
を
奥
え
ず
、
全
力
を
蛍
面
切
迫
し
た
吐
舎
・
政
治
問
題
の
研
究
討
論
及

び
質
践
活
動
に
傾
注
さ
せ
た
」
(
李
氏
)
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
際
思
想
家
遠

の
理
論
的
基
礎
と
し
て
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
の
が
公
羊
|
|
人
守
文
経
皐
で
あ

っ
た
。
そ
も
そ
も
弛
緩
し
た
清
朝
支
配
鐙
制
の
再
建
を
命
題
と
し
て
再
興
し
た

公
羊
皐
涯
が
、
何
故
一
縛
し
て
改
制
捜
法
論
の
思
想
的
武
器
と
な
っ
た
か
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
湯
氏
に
公
羊
皐
波
中
の
「
議
政
涯
」
、
「
綴
師
源
」
を
針
比
し
て

論
じ
た
好
論
文
が
あ
る
。
思
想
の
設
展
に
は
そ
の
内
在
的
要
因
よ
り
も
、
む
し

ろ
現
貧
の
課
題
に
針
決
す
る
思
想
家
自
身
の
姿
勢
こ
そ
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
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其
の
他
で
は
洋
務
涯
の
イ
デ
オ
ロ

l
グ
と
し
て
出
裂
し
た
醇
一
幅
成
が
、
光
緒

初
年
を
鱒
機
に
、
民
間
資
本
の
渡
展
を
主
張
す
る
幾
法
論
に
鱒
換
し
た
こ
と
を

蛍
時
の
中
園
の
祉
舎
、
経
済
上
の
幾
化
と
関
聯
つ
け
て
論
じ
た
劉
世
海
、
新
聞

人
、
製
法
自
強
論
の
首
唱
者
と
し
て
王
穏
を
取
上
げ
た
謝
無
量
雨
氏
の
論
文
が

興
味
深
い
。

一
八
九
五
年
(
光
緒
一
一
一
年
)
日
清
戦
争
の
敗
北
と
馬
関
係
約
の
締
結
に
よ

り
、
清
朝
の
危
機
が
更
に
深
刻
化
す
る
と
、
鰍
民
法
自
強
運
動
は
飛
躍
的
に
裂
展

し
た
。
同
時
に
露
、
英
、
米
、
日
各
園
聞
の
矛
盾
も
激
化
し
、
中
図
々
内
の
封

立
、
政
争
と
結
び
つ
い
て
複
雑
な
政
治
過
程
を
現
出
す
る
。
も
ち
ろ
ん
餐
法
運

動
の
設
展
は
閥
単
に
民
族
的
危
機
に
激
設
さ
れ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
九
五
年

か
ら
九
八
年
に
か
け
て
の
念
テ
ン
ポ

J

の
民
族
資
本
の
成
長
を
祉
禽
的
、
経
済
的

背
景
と
し
て
い
る
こ
と
は
李
時
岳
他
殆
と
の
研
究
者
の
肯
定
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
か
か
る
民
族
資
本
の
政
治
的
、
経
済
的
要
求
を
代
表
し
て
獲
法
運
動
は
康

有
篤
等
の
指
導
の
下
に
先
ず
皐
舎
の
設
立
、
新
聞
・
雑
誌
の
夜
行
等
に
よ
っ
て

そ
の
組
織
、
宣
届
陣
、
瞥
蒙
活
動
を
進
め
、
或
る
程
度
大
衆
的
な
政
治
勢
力
を
結

集
す
る
。
そ
の
中
で
努
法
涯
は
清
朝
内
部
の
帝
撲
と
結
び
つ
き
、
后
様
(
守
嘗

涯
、
洋
務
涯
)
と
封
抗
し
つ
つ
、
戊
成
百
日
維
新
を
質
現
す
る
に
至
る
の
で
あ

る
が
、
こ
の
政
治
過
程
の
分
析
、
研
究
は
全
く
湯
氏
の
溺
壇
場
だ
と
云
っ
て
よ

い
。
鴬
時
の
清
朝
支
配
階
級
内
部
の
梶
山
閥
関
係
の
分
析
、
帝
掠
(
光
緒
帝
、
翁

同
鯨
)
と
康
有
恒
同
等
拠
法
福
山
と
の
政
策
面
の
矛
盾
と
結
合
の
必
然
性
の
解
明
、

「
皐
舎
、
報
刊
」
の
設
立
朕
況
と
政
治
的
役
割
等
、
そ
の
研
究
は
殆
ど
徐
す
と

こ
ろ
が
な
い
。
殊
に
未
刊
の
「
注
穣
卿
先
生
師
友
手
札
」
を
利
用
し
て
、
政
繁

の
黒
幕
と
し
て
の
李
鴻
章
の
役
割
、
上
海
「
時
務
報
」
に
お
け
る
注
康
年
と
康
、

南
米
涯
の
主
導
権
争
い
の
事
情
と
製
法
運
動
の
利
用
と
抑
制
を
狙
っ
た
張
之
澗
の

意
闘
を
解
明
し
た
こ
と
は
皐
界
へ
の
大
き
な
寄
輿
と
云
え
よ
う
。

光
緒
新
政
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
湯
氏
が
新
政
内
容
を
時
間
的
推
移
と
政
局

の
展
開
と
併
せ
て
詳
明
に
分
析
し
、
康
有
箆
の
建
議
は
経
済
的
な
も
の
の
み
が

施
行
さ
れ
、
限
目
で
あ
る
政
治
的
改
革
は
后
黛
と
の
関
係
が
極
度
に
緊
張
す
る

迄
は
殆
ど
探
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
帝
蕪
の
目
的
は
獲
法

源
と
異
り
、
政
治
の
主
導
権
を
后
黛
か
さ
奪
回
す
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
し

て
新
政
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
民
権
の
伸
張
等
は
全
く
論
外
の
沙
汰
で
あ
っ

た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
代
癖
者
で
あ
る
康
有
筋
等
も
そ
の
貼
で
は
不
徹
底
で
、

餐
法
源
|
|
帝
黛
聯
合
の
形
成
は
、
開
明
地
主
暦
と
の
妥
協
の
上
に
成
立
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
劉
仁
達
も
述
ベ
て
い
る
。

捕
製
法
涯
|
|
帝
熊
の
あ
ら
ゆ
る
安
協
的
措
置
に
も
拘
ら
ず
、
后
世
舶
は
着
々
と

反
撃
の
準
備
を
進
め
、
遂
に
政
後
が
愛
生
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
直
前
に
所

謂
「
衣
帯
の
密
認
」
が
出
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
湯
氏
は
そ
の
事
貨
を

考
査
し
、
そ
れ
が
英
、
日
に
緊
急
保
護
を
求
め
る
と
共
に
、
一
時
康
有
信
用
を
離

京
さ
せ
て
帝
、
后
爾
蕪
の
矛
盾
を
緩
和
し
、
同
時
に
南
方
に
勤
王
涯
の
力
を
蓄

積
さ
せ
る
と
い
う
意
聞
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
と
推
論
し
て
い
る
。

結
局
、
戊
皮
療
法
は
反
動
勢
力
に
医
殺
さ
れ
て
「
君
子
例
的
幻
想
」
に
終
っ

た
の
で
あ
る
が
、
維
新
源
(
帝
簸
も
含
め
て
)
内
部
の
複
雑
、
不
統
一
も
そ
の

失
敗
を
加
速
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
右
涯
(
翁
同
紙
、
孫

家
踊
剛
、
厳
復
等
)
、
中
道
滋
(
康
、
梁
、
容
閣
等
)
、
左
涯
(
謬
嗣
問
、
唐
才
常

等
)
に
分
つ
活
文
湖
の
見
解
が
湯
氏
を
も
含
め
て
大
陸
主
流
で
あ
る
が
、
濁
り

李
淳
厚
は
康
、
間
味
を
穏
健
涯
と
し
て
露
(
激
進
源
)
と
と
も
に
左
翼
に
か
ぞ
え
、

右
翼
を
第
一
一
拡
(
康
、
梁
支
持
者
、
陳
貿
銃
、
徐
致
靖
.
貨
準
憲
等
)
、
第

二
源
(
帝
鶏
|
|
翁
同
紙
、
文
廷
式
、
孫
家
剤
、
張
審
等
)
、
第
三
渡
(
政
治

的
投
機
者
|
|
張
之
洞
、
支
世
凱
)
と
い
っ
た
分
類
を
立
て
て
い
る
。
問
題
は

康
、
深
を
左
涯
に
数
え
て
い
る
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
後
述
す
る
李
氏
の
康
有
局
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思
想
の
一
件
債
と
も
附
聯
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
愛
法
に
削
到
す
る
外
閣
の
干
渉
の
問
題
で
あ
る
が
、
英
・
米
・
日
は
む

し
ろ
は
拠
法
を
支
援
す
る
側
に
廻
っ
た
。
そ
れ
は
こ
れ
ら
の
諸
園
が
中
閣
の
資
本

主
義
化
、
自
強
を
望
ん
だ
か
ら
で
は
な
く
、
親
露
政
策
を
と
る
后
終
に
射
す
る

反
援
で
あ
り
、
よ
り
御
し
や
す
い
新
政
権
の
出
現
を
欲
し
た
か
ら
に
外
な
ら
な

い
。
鎚
法
思
想
の
啓
授
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
康
皐
舎
(
光
緒
一
一
一
一
年
上
海

で
設
立
)
以
来
の
ア
レ
ン
・
マ
ー
チ
ン
・
リ
チ
ャ

l
ド
等
英
米
人
宣
教
師
の
活

動
も
、
そ
の
政
策
の
一
翼
を
捻
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
例
え
ば
諌
嗣
同
す

ら
も
英
・
日
と
の
同
盟
を
主
張
し
た
よ
う
に
、
蹴
焚
法
源
全
位
に
帝
園
主
義
園
の

善
意
に
封
す
る
幻
想
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
鰍
民
法
思
想
の
致
命
的
弱
離
の
現
れ
で

あ
る
と
い
う
の
が
支
配
的
な
見
解
で
あ
る
。

戊
成
時
現
法
の
失
敗
は
同
時
に
中
園
に
お
け
る
改
良
主
義
の
破
産
で
も
あ
っ
た
。

こ
れ
を
境
に
革
命
主
義
が
中
園
近
代
史
の
主
流
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
決
・

定
的
特
機
は
一
九

O
O年
の
自
立
軍
起
義
に
求
め
ら
れ
る
。
蛍
時
ま
だ
革
命
涯

と
改
良
涯
は
明
確
に
一
線
を
劃
す
る
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
互
い
に
連
絡
、
協
力

を
保
っ
て
い
た
。
唐
才
常
等
は
義
和
闘
の
機
に
乗
じ
て
再
翠
を
計
り
、
康
・
梁

の
資
金
と
革
命
涯
の
組
織
に
頼
っ
て
、
革
命
と
も
保
皇
と
も
つ
か
ぬ
暖
昧
な
綱

領
の
下
で
叛
飢
を
準
備
し
た
の
で
あ
る
が
、
結
局
失
敗
に
終
っ
た
。
自
立
軍
失

敗
後
、
鑓
法
汲
左
涯
は
革
命
に
走
り
、
康
-
-
梁
は
ま
す
ま
す
そ
の
反
動
性
を
つ

よ
め
、
改
良
涯
と
革
命
涯
は
こ
こ
で
断
然
扶
別
す
る
に
至
っ
た
と
す
る
の
が
共

湿
し
た
見
方
で
あ
る
が
、
湯
氏
は
自
立
軍
起
義
は
本
質
的
に
は
未
成
熟
の
プ
ル

ジ
ヨ
ア
革
命
だ
と
断
定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
戊
成
愛
法
研
究
の
中
で
、
未
開
拓
の
分
野
或
は
今
後
の
課
題
と

し
て
残
さ
れ
て
い
る
貼
は
、
餐
法
運
動
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
性
は
一
致
し
た
見
解
で

あ
り
な
が
ら
、
新
興
の
民
族
資
本
と
拠
法
運
動
家
と
の
具
般
的
な
閥
係
が
追
究

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
そ
れ
と
閥
聯
し
て
例
え
ば
康
東
、
湖
南
と
い
っ
た

愛
法
運
動
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
地
方
の
事
情
に
つ
い
て
の
研
究
が
殆
ど
な

い
こ
と
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
李
津
厚
等
の
一
?
階
級
と
そ
の
代
鰭
者
の
身

分
が
一
致
し
な
い
の
は
周
知
の
こ
と
だ
」
(
諌
嗣
同
に
つ
い
て
)
と
涼
し
い
顔

の
見
解
も
あ
る
が
、
一
方
で
は
改
良
(
愛
法
涯
)
の
背
景
と
し
て
地
主
・
富
商

か
ら
柿
開
化
す
る
プ
ロ
シ
ヤ
型
、
革
命
(
輿
中
舎
)
の
そ
れ
に
小
管
業
者
か
ら
蒋

化
す
る
ア
メ
リ
カ
型
と
所
謂
資
本
主
義
の
二
つ
の
道
が
あ
る
と
す
る
陳
旭
麓
氏

の
問
題
提
起
も
あ
っ
て
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、
営
時
新
興
民
族
資
本
の
一
中

心
で
あ
っ
た
庚
東
は
と
も
か
く
と
し
て
、
最
も
ラ
ジ
カ
ル
な
繁
法
思
想
家
を
生

み
、
鑓
法
運
動
の
牙
城
と
な
っ
た
湖
南
の
場
合
は
ど
う
な
の
か
。
経
理
伴
史
資
料

の
整
理
が
始
ま
り
、
未
知
の
資
料
の
護
見
利
用
も
珠
想
さ
れ
る
中
閣
の
今
後
の

研
究
の
進
展
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
る
。

×

×

×

 

人
物
、
思
想
研
究
の
面
で
は
さ
す
が
に
康
有
潟
に
つ
い
て
の
論
考
が
最
も
多

く
、
欝
嗣
同
が
こ
れ
に
衣
ぐ
。
梁
啓
超
は
む
し
ろ
政
愛
以
後
の
活
動
、
思
想
が

多
く
採
上
げ
ら
れ
、
端
拠
法
時
期
を
劉
象
と
し
た
論
著
は
少
い
よ
う
で
あ
る
。

康
有
馬
研
究
に
お
い
て
最
も
注
目
さ
る
べ
き
も
の
は
、
大
同
書
成
立
年
代
を

め
ぐ
る
湯
志
鈎
と
李
津
厚
等
の
論
争
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
健
と
し
て
の
康
有
潟

思
想
の
評
債
に
連
な
る
の
で
、
雨
者
の
見
解
を
要
約
す
る
と
、
李
氏
は
康
の
思

想
股
系
は
一
八
八
五
|
九
三
年
即
ち
彼
の
三
十
歳
前
後
に
成
熟
、
完
成
し
た
も

の
で
、
自
然
科
撃
の
新
知
識
、
例
率
、
陸
王
心
皐
、
雄
運
、
孟
子
、
及
び
黄
宗
義

等
明
末
清
初
の
思
想
等
が
そ
の
根
底
に
あ
る
と
主
張
す
る
一
。
こ
れ
に
封
し
、
湯

氏
は
、
通
説
に
反
封
し
て
、
康
の
思
想
は
今
文
経
拳
の
「
襲
」
の
哲
皐
、
進
化

論
等
の
西
欧
，
ブ
ル
ジ
ョ
ア
思
想
、
阿
片
戦
争
以
来
の
維
新
思
想
を
三
大
支
柱
と

し
、
八
四
年
頃
か
ら
九
六
・
七
年
に
か
け
て
漸
衣
に
形
成
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
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湯
氏
の
立
論
は
、
従
来
殆
ど
そ
の
ま
ま
に
受
入
れ
ら
れ
て
い
る
康
の
「
自
編
年

譜
」
を
全
面
的
に
緋
僑
す
る
こ
と
か
ら
出
愛
し
、
「躍
運
注
」
の
著
作
年
代
を

八
四
年
か
ら
九
七
年
の
「
孔
子
改
制
考
」
著
作
前
後
に
引
上
げ
、
更
に
「
大
同
書
」

の
執
筆
を
一
九

O
一
・
二
年
の
間
と
断
定
し
て
い
る
。
康
は
そ
の
思
想
の
濁
創

性
を
誇
示
し
、
「
新
皐
偽
経
考
」
に
お
け
る
摩
卒
、
「
三
世
」
進
化
設
に
封
す
る

進
化
論
の
影
響
を
否
定
す
る
た
め
に
故
意
に
年
譜
に
架
空
の
記
載
を
行
っ
た
と

す
る
の
で
あ
る
。
然
も
、
政
繁
前
は
君
主
立
憲
を
意
味
し
た
「
大
同
世
」
が
、

後
に
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
引
上
げ
ら
れ
、
君
主
立
憲
は

「升
一や
世
」
に
比
定
さ
れ

た
よ
う
に
、
康
の
「
大
同
」
思
想
は
そ
の
政
治
活
動
と
共
に
鱒
移
し
て
い
る
。

従
っ
て
「
大
同
」
思
想
|
|
康
有
第
思
想
の
評
僚
も
活
文
湖
、
李
深
厚
等
の
進

歩
的
意
義
の
強
調
、
務
文
甫
等
の
夢
想
競
は
何
れ
も
一
面
的
で
、
政
愛
前
に
は

進
歩
的
で
あ
っ
た
が
、
政
措
突
後
は
君
主
立
憲
の
理
論
的
基
礎
と
し
て
反
革
命
的

な
役
割
を
果
し
た
と
み
な
す
，
へ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
れ
に
針
し
て
は
李
調
停
厚
、
張
玉
田
が
激
し
く
反
論
し
、
「
大
同
書
」
成
書

年
代
に
つ
い
て
の
湯
氏
の
考
詮
を
却
け
て
い
る
。
李
氏
に
よ
れ
ば

「
大
同
」
思

想
は
君
主
立
憲
の
範
囲
を
超
え
た
念
進
的
民
主
主
義
的
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
り
、

康
有
筋
の
前
期
の
思
想
に
麗
し
、

蛍
時
に
お
い
て
は
充
分
進
歩
的
で
あ
っ
た
。

張
氏
及
び
林
克
光
の
主
張
は
も
っ
と
ラ
ジ
カ
ル
で
、
と
も
に
「
大
同
」
思
想
に

資
本
主
義
批
判
の
要
素
、

或
は
一
定
の
人
民
性
す
ら
も
認
め
て
、
高
い
評
債
を

輿
え
て
い
る
。
た
だ
こ
の
論
争
は
湯
氏
が
文
史
哲
に
渓
表
し
た
一
論
文
「
関
子

康
有
篤
的
η
大
同
書
hH

」
を
め
ぐ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
湯
氏
の
立
論
全
能

に
針
し
て
で
は
な
い
。
「
三
世
」
進
化
論
に
到
す
る
進
化
論
の
影
響
、
濃
運
注

成
害
年
代
に
劃
す
る
考
誼
等
、
担
樹
氏
の
鋭
い
考
察
に
首
肯
す
べ

き
知
が
多
い
よ

.
う
に
思
わ
れ
る
だ
け
に
、
湯
氏
の
論
文
集
出
版
(
そ
の
殆
ど
が
未
設
表
の
も
の

却
で
あ
る
)
を
契
機
に
こ
の
論
争
が
更
に
深
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

康
有
翁
の
思
想
髄
系
の
脅
率
的
な
究
明
に
は
、
唯
心
論
、
唯
物
論
爾
者
の
要

因
を
含
み
つ
つ
も
、
全
世
と
し
て
は
汎
神
論
的
櫨
系
で
あ
る
と
す
る
鴻
友
関
、

そ
の
汎
紳
論
的
佳
系
中
の
唯
物
論
的
側
面
を
主
要
な
傾
向
と
み
る
李
津
厚
等
の

見
解
が
あ
る
。
李
氏
は
諒
嗣
同
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、
そ
の
自
然
観
、

人
性
論
、
歴
史
観
に
お
け
る
素
朴
な
唯
物
論
及
び
進
化
論
的
立
場
と
、
認
識
論
、

意
識
論
等
に
お
け
る
唯
心
論
的
立
場
と
矛
盾
し
た
も
の
を
包
含
し
な
が
ら
「
人

類
の
精
一
柳
、
叡
智
の
問
題
に
謝
す
る
、
自
然
科
撃
の
影
響
を
う
け
つ
つ
も
、
然

も
非
科
同
学
的
な
卑
俗
な
理
解
」
を
論
理
的
紙
幣
と
し
て
統
一
さ
れ
た
思
想
と
し

て
と
ら
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
矛
盾
は
彼
等
の
背
景
で
あ
る
常
時
の
プ
ル
ジ

ヨ
ア
ジ

l
の
進
歩
性
と
同
時
に
特
有
の
後
進
性
を
反
吠
し
た
も
の
と
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

認
嗣
同
に
つ
い
て
は
楊
廷
一
幅
に
詳
細
な
「
諌
嗣
同
年
譜
」
の
箸
が
あ
っ
て
便

利
で
あ
る
が
、
そ
の
政
治
的
、
社
曾
的
活
動
に
つ
い
て
の
論
考
は
乏
し
く
、
主

と
し
て
そ
の
思
想
(
仁
準
)
に
研
究
が
集
中
し
て
い
る
。
彼
の
思
想
は
「
鮮
明

な
革
命
の
主
張
と
要
求
を
も
っ
改
良
涯
の
異
端
」
(
陳
旭
旋
)
、
第
法
論
の
最
左

翼
と
し
て
非
常
に
高
く
評
領
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
系
譜
に
つ
い
て
も
殆
ど
見
解

は
一
致
し
て
い
る
が
、
哲
率
的
評
債
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
あ
る
の
は
興
味
深
い
。

も
と
も
と
新
中
園
で
は
、
一
時
、
唯
物
論
は
進
歩
的
で
あ
り
、
進
歩
的
な
も

の
は
唯
物
論
で
あ
る
と
す
る
一
穫
の
ド
グ

マ
が
支
配
的
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
「
襲
自
珍
、
貌
源
以
来
、
孫
文
、
魯
迅

(前
期
)
に
い
た
る
ま
で
、
中

園
近
代
の
進
歩
的
哲
撃
思
潮
全
慢
が
明
確
な
リ
ア
リ
ズ
ム
と
唯
物
論
の
一
面
を

も
っ
と
共
に
、
濃
厚
な
唯
心
論
と
紳
秘
論
の
要
素
を
も
っ
て
い
る
」
が
、
基
本

的
な
も
の
は
先
進
的
な
唯
物
論
的
傾
向
で
あ
る
と
す
る
李
氏
の
主
張
等
は
そ
の

代
表
的
な
例
で
あ
る
と
い
え
る
。
認
嗣
同
思
想
を
「
唯
物
論
思
想
鐙
系
」

と
す

る
楊
正
典
を
最
左
翼
に
、
前
述
の
李
氏
の
よ
う
に
「
唯
物
論
的
傾
向
の
強
い
汎
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神
論
位
系
」
(
汎
紳
論
は
唯
物
論
へ
の
過
渡
的
な
も
の
と
さ
れ
る
)
と
す
る
李

氏
に
至
る
様
々
な
見
解
に
は
、
多
少
と
も
こ
の
よ
う
な
ド
グ
マ
の
影
響
が
見
ら

れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
に
針
し
、
五
五
年
以
来
、
孫
長
江
や
張
玉
田

が
爵
哲
撃
は
主
一
政
唯
心
論
で
あ
る
、
或
い
は
ウ
ル
ト
ラ
主
税
唯
心
論
で
あ
る
と

問
題
を
提
起
し
、
李
氏
と
の
問
に
論
争
を
ま
き
お
こ
し
て
い
る
。

基
本
的
な
針
立
貼
は
「
以
太
」
(
エ
ー
テ
ル
)
が
物
質
(
原
質
)
か
心
力
か
と

い
う
こ
と
に
あ
る
の
だ
が
、
哲
率
に
は
門
外
漢
の
私
な
の
で
、
こ
こ
で
意
見
は

お
か
な
い
こ
と
に
す
る
。
た
だ
注
目
さ
れ
る
の
は
孫
氏
を
支
持
す
る
張
輩
之
が

唯
心
論
が
客
観
的
に
進
歩
的
な
役
割
を
果
す
場
合
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
認

嗣
同
の
主
観
唯
心
論
哲
皐
は
そ
れ
が
封
建
倫
理
名
教
に
射
す
る
攻
撃
の
武
器
と

な
っ
た
と
こ
ろ
に
進
歩
的
意
義
が
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
中
園
に
お

け
る
史
率
、
少
く
と
も
思
想
史
の
方
法
が
ド
グ
マ
か
ら
脱
却
し
つ
つ
あ
る
こ
と

の
一
謹
左
と
し
て
喜
び
た
い
。

そ
の
政
治
活
動
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
『
年
譜
」
及
び
楊
正
典
の
「
諦
嗣
問
」

が
参
考
に
な
る
外
、
陳
旭
麓
に
思
想
的
に
は
む
し
ろ
革
命
的
な
自
由
主
義
、
反

減
主
義
の
立
場
を
と
り
な
が
ら
、
政
治
的
賞
践
で
は
結
局
改
良
主
義
の
枠
を
腕

し
得
な
か
っ
た
矛
盾
を
衝
い
た
論
考
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

梁
魯
趨
は
そ
の
政
治
的
活
動
が
民
園
以
後
ま
で
及
び
、
そ
の
影
響
も
大
き
か

っ
た
だ
け
に
、
そ
の
取
扱
い
も
前
述
の
二
人
と
は
自
ら
異
っ
て
い
る
。
特
に
五

六
年
以
降
、
右
涯
思
想
批
剣
の
一
環
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、

少
く
と
も
一
九

O
三
年
迄
の
彼
は
、
何
れ
の
論
文
に
お
い
て
も
肯
定
的
に
評
僚

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
胡
演
は
雛
法
運
動
中
に
お
け
る
梁
啓
趨
の
活
動
は
改
良

主
義
の
枠
を
越
え
、
革
命
的
で
す
ら
あ
っ
た
と
し
、
官
同
友
蘭
は
そ
の
思
想
の
ブ

ル
ジ
冨
ア
的
側
面
と
地
主
的
側
面
を
分
析
し
て
、
政
綬
後
の
二
、
三
年
間
、
ブ

ル
ジ
ョ
ア
的
要
素
が
優
位
に
あ
り
、
革
命
涯
に
接
近
す
る
が
、
そ
の
後
急
速
に

反
動
化
し
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
彼
は
す
ぐ
れ
た
宣
傷
者
で
あ
り
、
西
欧
思

想
紹
介
、
進
歩
的
思
想
の
普
及
で
大
き
な
影
響
を
残
し
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に

康
、
梁
一
涯
に
針
す
る
幻
想
を
生
み
、
客
観
的
に
は
革
命
陣
後
の
統
一
を
阻
む

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
王
介
卒
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
中
で
梁
の

教
育
論
を
洋
務
涯
と
の
針
比
に
お
い
て
分
析
し
、
そ
の
封
建
教
育
批
判
問
、
西
敵

教
育
祭
説
及
び
制
度
の
紹
介
等
々
が
、
清
末
、
民
園
初
の
教
育
界
に
輿
え
た
影

響
の
大
き
さ
を
論
じ
た
越
酒
俸
の
研
究
が
特
異
の
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
よ

か
ろ
う
。

西
欧
思
想
の
締
謬
紹
介
で
努
法
運
動
上
大
き
な
役
割
を
果
し
た
殿
復
に
つ
い

て
は
、
王
紋
に
「
巌
復
惇
」
が
あ
り
、
ま
た
王
汝
盤
、
王
介
卒
等
の
論
考
が
あ

る
。
彼
は
繁
法
運
動
で
は
右
涯
に
属
す
る
が
、
王
拭
は
「
戊
成
製
法
以
前
に
お

い
て
巌
復
は
も
は
や
民
主
陣
営
か
ら
の
逃
亡
兵
で
あ
っ
た
」
と
し
、
そ
の
思
想

的
特
換
尉
が
一
八
九
七
年
の
「
中
俄
交
誼
論
」
に
も
と
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
注
目
さ
れ
る
。

そ
の
他
で
は
賀
巡
憲
に
つ
い
て
二
、
三
の
論
著
が
あ
る
が
、
彼
の
場
合
む
し

ろ
詩
人
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
、
繊
民
法
運
動
に
闘
し
で
は
努
若
鵬
「
資
謹
直
感
傷
」

で
湖
南
に
お
け
る
嘗
時
の
状
況
が
や
や
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
が
興
味
深

い
だ
け
で
あ
る
。×

×

×

 

以
上
、
大
僅
の
研
究
扶
況
と
動
向
を
紹
介
し
て
来
た
が
、
も
と
よ
り
不
皐
の

た
め
嘗
ら
ぬ
鯨
も
多
々
あ
っ
た
か
と
思
う
。
多
少
の
責
を
ふ
さ
ぐ
た
め
に
関
係

論
文
専
著
目
録
を
作
製
し
て
末
尾
に
附
し
、
研
究
者
の
便
宜
に
供
す
る
こ
と
に

し
た
い
。
事
著
は
私
の
気
の
付
い
た
範
囲
で
収
録
し
、
論
文
は
五
六
年
八
月
以

前
の
分
は
「
中
闘
近
代
史
論
交
索
引
稿
」
(
歴
史
研
究
所
第
三
所
所
内
資
料
)
に

よ
り
、
以
後
は
新
華
字
月
刊
の
索
引
に
よ
っ
て
採
録
し
た
。
分
類
は
私
が
便
宜

-140~ 



的
に
行
っ
た
の
で
無
論
完
全
で
は
な
い
。
論
文
名
中
※
印
を
付
し
た
も
の
は
、

私
の
看
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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「
康
有
策
課
嗣
同
思
想
研
究
」
|
|
康
語
研
究

「

戊

成

第

法

史

論

叢

」

|

l

戊

成

論

叢

「
中
園
近
代
思
想
史
論
文
集
」
|
|
中
近
思
論
集

「
中
園
近
代
思
想
家
研
究
論
文
選
」
|
|
中
近
思
研
選

漸
江
師
範
皐
院
皐
報
(
例
)
|
|
t
漸
江
師
率
報

O
維
新
思
想
の
展
開

論
十
九
世
紀
中
園
改
良
涯
繁
法
維
新
思
想
的
設
展

李

津

厚

康

語

研

究

戊

戊

製

法

前

的

維

新

思

想

湯

志

鈎

戊

戊

論

叢

※
鴻
片
戦
争
後
五
十
年
間
中
図
的
維
新
思
想策

孟

源

歴

史

教

皐

清
代
常
州
経
今
文
皐
源
輿
戊
戊
繁
法
湯
志
鈎
戊
成
論
叢

※

閥

子

林

則

徐

的

評

償

丁

名

楠

歴

史

教

事

鵜

片

戦

争

輿

林

則

徐

潟

友

蘭

中

近

思

論

集

論

林

則

徐

的

思

想

胡

思

庸

史

皐

月

刊

貌
源
|
|
i
十
九
世
紀
中
期
的
中
園
先
進
思
想
家

官
同
友
蘭
人
民
日
報

貌

源

底

思

想

濁

友

蘭

中

近

思

論

集

鴻
片
戦
争
時
期
的
進
歩
詩
人
襲
自
珍
梅
英
超
光
明
日
報

※

鴻

桂

茶

的

思

想

周

輔

成

歴

史

教

拳

※
潟
桂
芽
是
不
是
一
個
具
有
資
産
階
級
民
主
思
想
的
改
良
主
義
者

略

稽

新

建

設

五六・回、
t
五

豆一・一一

歴
史
教
皐

雲一・一一

王
国
・
八

五
八
・
回

五七・三・=六

歴
史
教
拳

五
三
・
八

王
子
六
・
一
六

雲
一
・
九

主

拭

濁

桂

芥

的

思

想

周

輔

成

※
王
穏
|
|
中
園
歴
史
上
第
一
個
報
刊
政
論
家

方
漢
奇
新
聞
奥
出
版

※

王

諮

的

改

良

主

義

思

想

沈

鏡

如

漸

江

師

皐

報

試

論

王

務

的

改

良

主

義

思

想

呉

雁

南

史

事

月

刊

王

諮

的

思

想

王

維

誠

中

近

恩

論

集

王
務
|
|
清
末
繁
法
論
之
首
創
者
及
中
園
報
道
文
事
之
先
瓢
者

謝
無
量
殺
皐
輿
研
究

辞
一
幅
成
的
祉
舎
経
済
思
想
及
英
社
舎
経
済
背
景

劉
世
海

静

一

帽

成

的

思

想

賀

子

通

※
馬
建
忠
在

η
遁
可
驚
記
言
H

裏
所
表
現
的
思
想

任
静
吾

任
縫
愈

任
継
愈

周
輔
成

王
永
康

周
輔
成

馬
建
忠
的
思
想

何
瞥
胡
躍
垣
的
改
良
主
義
思
想

陳
蛾
的
思
想

鄭
槻
態
茶
人
及
其
思
想

郷
観
臆
的
思
想

中報南
近京
思大
論皐
集拳

新

建

設

中
近
思
論
集

光

明

日

報

中
近
思
論
集

中
近
思
論
集

中
近
恩
論
集

史

謬

月

刊

中
近
思
論
集

O
繁
法
運
動
及
戊
戊
製
法

新

建

設

戊

成

愛

法

回

憶

張

元

済

新

華

月

報

※
試
談
甲
午
戦
争
中
圏
中
十
殖
民
地
牢
封
建
経
済
状
態
的
完
全
形
成

顧

林

歴

史

教

事

王
其
祭

歴
史
教
施
平

※
戊
皮
製
法
在
近
代
革
命
史
上
的
貢
献

豆六・=一

E
Z
・一
0
・=百

五七・一

五
八
・
回

実霊王子一
0
・一回
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主
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九
・
=

回九・一

五
三
・
四

五三

・ニ



※
戊
戊
同
党
法
輿
民
主
態
政
運
動
玉
栄
武
光
明
日
報
五
=
了
回
・
回

※

論

戊

成

田

提

法

典

立

憲

謝

輿

発

新

建

設

呈

・

一

一

※
論
翁
同
紙
輿
戊
戊
獲
法
的
山
開
係
胡
涜
光
明
日
報
五
回
・
一
・
二
一
一
一

※
翁
同
鯨
輿
戊
成
愛
法
|
|
封
胡
潰
同
志
「
論
翁
同
鯨
輿
戊
戎
健
法
的

関
係
」

一
文

的

商

権

徐

頻

芳

光

明

日

報

耳

目

・

三

・

一

三

戊

戊

鑓

法

徐

樹

齢

臥

・

文

科

緩
和
靴
五
七・一一

戊
成
挺
法
時
清
朝
統
治
階
級
内
部
各
医
系
的
分
析

湯

志

鈎

炭

戊

論

叢

洋

務

迩

動

興

戊

戊

鑓

法

湯

志

鈎

戊

成

論

叢

翁

同

鰍

輿

戊

成

措

拠

法

湯

志

鈎

戊

成

論

叢

康
有
骨
同
的
新
政
建
議
和
光
緒
皇
帝
的
新
政
「
ト
五
一
冊
」

湯

志

鈎

戊

皮

論

叢

湯

志

鈎

戊

成

論

叢

湯
士
山
鈎
戊
成
論
叢

湯

志

鈎

戊

皮

論

叢

胡

演

一

九

五

六

挑

枚

歴

史

教

事

38S 

戊
成
愛
法
時
事
合
和
報
刊

閥
子
光
緒
皇
帝
的
密
認

戊
戊
「
六
君
子
」

戊
戊
縫
法

紀
念
戊
成
第
法
運
動
六
十
周
年

有
側
近
代
史
小
資
料
雨
則

ω戊
成
田
焚
法
時
湖
南
提
伯
新
思
惣
的
幾
種
刊
物

ω康
有

悟

同

輿

呉

倣

学

書

皐

術

月

刊

戊
戊
後
法
運
動
中
康
有
雷
同
所
提
出
的
政
治
綱
領

劉
仁
達

従
戊
戊
製
法
草
相
資
産
階
級
改
良
主
義
者
的
道
路

張
寄
謙

郁
循
正

郁
循
正

歴

史

研

究

紀
念
戊
成
維
新
運
動
六
十
周
年

戊
成
維
新
運
動
的
積
極
意
義

光

明

日

報

光

明

日

報

光

明

日

報

五八・八

夫
・
ニ

豆八・固

五
八
・
七
・
七

豆
八
・
七
・
七

豆八・九二すん

O
戊
成
獲
法
と
外
闘
腕
係

戊

成

田

提

法

奥

田

本

沈

鏡

如

※
戊
戊
嬰
法
前
後
英
帝
在
華
人
員
的
操
縦
干
渉

林

樹

恵

歴

史

数

皐

※

戊

成

愛

法

輿

英

帝

闘

主

義

互

崇

武

歴

史

教

皐

戊

皮

縫

法

輿

美

帝

図

主

義

湯

士

山

鈎

戊

皮

論

叢

※
李
提
摩
太
|
|
一
個
魚
帝
閤
主
義
服
務
的
停
数
土

進

歩

日

報

丁

則

良

大

公

報

※
天
主
数
土
中
雨
個
特
務
間
諜
|
|
焚
園
酬
明
和
安
治
泰

部

循

正

進

歩

日

報

豆

て

で

七

億
数
土
林
探
知
李
提
摩
太
的
思
想
1

1
帝
園
主
義
奴
役
殖
民
地
人
民

u

光
明
日
報

的

工

具

評

友

蘭

中

近

思

論

集

吾

・

五

・

一

九

歴

史

研

究

O
自
立
軍
起
義
関
係

自
立
合
唐
才
常
等
輿
曾
議
的
関
係

唐
才
常
利
自
立
軍
起
義

丘
四
・
一
九

芸
て
一
o

zz一・六

2王宝王

. . 
Z ゴ

-z 
百九

-142-

嘉

弘

湯
志
鈎

歴
史
研
究
実
入
徐
由
録

戊

皮

論

叢

O
人

物

O
康

有
康

有

馬

宋

雲

彬

一

九

五

五

関

子

康

有

慢

閥

的

「

大

同

書

」

湯

士

山

鈎

文

史

哲

康

有

畳

助

努

法

思

想

淵

源

、

湯

志

鈎

戊

皮

論

叢

康
有
銭
的
「
大
同
」
思
想
和
「
大
同
書
」

湯
士
山
鈎

湯
志
鈎

李
調
停
厚

f誌研

究

康
有
馬
「
膿
運
注
」
成
書
年
代
考

論
康
有
局
的
大
同
理
想

戊

戊

論

叢

戊

皮

論

叢

康

語

研

究

豆七文
・
史
・
哲
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五

哲
同
学
研
究
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文
・
史
・
哲

大

同

書

的

評

償

問

題

輿

潟

作

年

代

李

深

厚

康

語

研

究

毛

・

九

康

有

信

用

的

教

育

思

想

陳

景

磐

光

明

日

報

吾

・
八・==一

大

同

書

十

巻

朱

謙

之

讃

書

月

報

毛

・

一

※

H
大
同
書
“
的
思
想
笈
質
|
|
衆
論
中
園
近
代
思
想
上
三
種
烏
托
邦

社

曾

主

義

思

想

張

宣

之

人

文

雑

誌

毛

・

ニ

※
康
有
馬
梁
魯
超
改
良
源
所
綴
承
的
俸
統
是
什
陵
?

系

新

夏

争

鳴

豆

七

・
五

※
試
論
康
有
信
用
空
想
理
論
(
大
同
書
)
的
階
級
基
礎

陳
周
裳
中
畢
歴
史
教
皐
豆
七
・
二

閥
子
「
大
同
書
」
的
寓
作
過
程
及
其
内
容
設
展
後
化
的
探
討

張

玉

田

文

史

哲

鴻
友
蘭
中
近
思
論
集

林
克
光
中
近
思
研
選

論
康
有
恒
閥
的
托
古
改
制
思
想

李
津
厚

康

講

研

究

論
康
有
潟
的
哲
皐
思
想

李
津
厚

康

語

研

究

康
有
任
問
底
思
想

論
「
大
同
書
」
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諌

嗣
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諌
嗣
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|
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近
代
中
園
瞥
蒙
思
想
家
楊
正
典

課

嗣

同

年

譜

楊

廷

一

稲

論
諮
問
同
的
措
置
法
思
想
及
其
歴
史
意
義

郎
鶴
聾

露

嗣

同

思

想

研

究

楊

正

典

閥
子
爵
嗣
問
後
法
思
想
的
補
充
意
見
多
尼

論
語
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同
的
哲
皐
思
想
輿
祉
禽
政
治
槻
貼李

深
厚

建
プL アL

文

史

哲

光

明

日

報

光

明

月

報

新

五七

・九

ヨ三三E

4ゴヨ王

王

国

・

九

五回・一一
-
E
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宮

設

歪
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論
語
嗣
同
哲
皐
思
想
的
唯
心
主
義
性
質

張
玉
田
光
明
日
報
美
・
豆
・
一
六

※

諌

嗣

向

是

唯

物

主

義

者

鴫

?

陳

諸

家

北

京

日

報

吾

・
一
・
二

関
子
爵
嗣
同
哲
同
学
思
想
的
研
究
鈎
孫
長
江
先
生
爾
血
病
文
章
一
此
二

意

見

李

濃

い

厚

康

霧

研

究

官

?

司

究

封
諦
嗣
同
哲
察
思
想
的
幾
黙
看
法
張
量
之
人
文
雑
誌
毛
・
一
一
一

関
子
爵
嗣
同
哲
間
四
千
思
想
研
究
的
幾
個
問
題孫

長
江

教

皐

輿

研
究
五
七
・
一
。

論
諒
嗣
問
的
民
主
主
義
思
想
輿
改
良
主
義
政
治
寅
践
的
矛
盾

陳
旭
麓
事
術
月
刊
豆
八
・
一

教
皐
輿
研
究

孫
長
江
中
近
思
研
選
歪
・
一
。

試
論
諒
嗣
同

O
梁

働

省

超

架
啓
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底

思

想

鴻

友

蘭

戊

成

愛

法

時

期

梁
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的

思
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胡

演
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哲
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※

巌

復

思

想

批

列

侯

外

腫

新

建

※
巌
復
在
維
新
運
動
時
期
(
一
八
九
五
、
t
一
八
九
八
)
的
思
想
活
動

王

拭

輔

京

大

事

皐

論

殿

復

王

介

不

敬

祭

典

研

究

殿

復

思

想

試

探

王

汝

盟

中

近

思

研

選

-
殿
復
之
翻
謬
及
其
思
想
之
初
歩
試
採
|

資
違
憲
俸

※
晩
消
詩
人
演
遁
愈

※
閥
子
晩
清
詩
人
資
遡
憲
(
討
論
)

追

加

戊
成
時
代
的
思
想
解
放

閥
於
戊
戊
獲
法

戊
成
樹
皮
法
的
歴
史
意
義

戊
戊
製
法
六
十
年

諌
嗣
同
哲
拳
思
想

資
公
度
先
生
年
譜

張
警
俸
記

※
有
閑
戊
戊
幾
法
的
史
料

安
若
鵬

玉

落

任
訪
秋

玉

洛

戴

逸

劉
仁
達

沼
文
澗

劉
大
年

楊
祭
園

孫
仲
聯

劉
厚
生

宋
雲
彬

一

九

五

七

人

民

文

拳

人

民

文

皐

"人"歴
民史
日研

報究

一

九

五

七

人
境
瞳
詩
草
築
註

(
一
九
五
七
)
所
収

一

九

五

八

光

明

日

報
設

主壬主
六
・
四

五七・一一

芸主豆
八
・
九

豆
八
・
九
・
ニ
九

五一一一・=一-一三

ご由
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コha---u 

校
正
中
に
入
手
し
た
人
民
日
報
九
月
二
十
九
日
放
に
よ
る
と
、
九
月
二
十
八

日
、
即
ち
六
君
子
殉
難
の
日
に
中
園
史
事
舎
と
科
拳
院
歴
史
研
究
所
第
三
所
共

催
に
よ
る
戊
成
愛
法
六
十
周
年
紀
念
事
術
討
論
舎
が
北
京
で
開
か
れ
た
と
い
う
。

席
上
、
関
係
論
文
十
篇
が
提
出
、
配
布
さ
れ
、
主
と
し
て
戊
皮
政
援
の
意
義
と

康
有
篤
思
想
の
評
僚
に
つ
い
て
討
論
が
行
わ
れ
た
と
俸
え
ら
れ
る
が
、
何
れ
何

ら
か
の
形
で
護
表
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
日
競
は
ま
た
活
文
澗
と
劉
大
年

の
紀
念
論
説
を
も
掲
載
し
て
い
る
。
沼
氏
の
そ
れ
は
戊
成
製
法
の
思
想
解
放
、

プ
ル
ジ
き
ア
的
脅
蒙
運
動
と
し
て
の
意
義
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
り
、
劉
氏
の

そ
れ
は
概
論
で
あ
る
が
本
文
で
紹
介
し
た
陳
旭
麓
氏
の
中
図
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

の
二
つ
の
コ
l
ス
の
指
摘
を
よ
り
明
確
に
提
起
し
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。
一

同
じ
く
本
文
執
筆
後
に
入
手
し
た
歴
史
研
究
九
期
所
載
の
戴
逸
・
劉
仁
達
爾
必唱

--a

氏
の
論
考
は
そ
れ
ぞ
れ
前
記
の
二
論
説
と
殆
ど
一
致
し
た
論
旨
の
も
の
で
あ
る
。
一

前
者
は
政
治
理
念
、
文
化
・
教
育
、
更
に
世
界
観
の
上
で
繁
法
論
が
如
何
に
奮

思
想
と
針
決
し
、
こ
れ
を
超
克
し
た
か
を
論
じ
た
も
の
で
、
特
に
君
権
一
脚
援
訟

の
批
判
円
、
及
び
文
化
・
教
育
面
に
お
け
る
業
績
が
後
の
革
命
運
動
の
渡
展
に
大

き
な
影
響
を
残
し
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
後
者
は
総
論
的
に
襲
法
運
動
を

考
察
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
端
焚
法
涯
の
一
部
が
新
興
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
非
常

に
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
語
嗣
同
・
康
康
仁
・
宋
育
仁
・
劉

古
愚
・
梁
啓
超
等
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
事
例
を
あ
げ
て
い
る
の
は
興
味
深
く
、

従
来
未
開
拓
の
こ
の
よ
う
な
面
で
の
研
究
が
今
後
更
に
深
め
ら
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。


